
　
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）、
大
阪
と
奈

良
を
結
ぶ
竹
た
け
の
う
ち内
街
道
と
同
道
か
ら
延
び
る
奈
良

県
内
の
横よ
こ

大お
お

路じ

が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
か

ら
四
年
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
竹
内
街
道
・
横

大
路
は
、
七
世
紀
前
半
の
推す
い

古こ

天
皇
二
十
一
年

（
六
一
三
）
に
国
が
飛あ
す
か鳥
の
都
（
現
奈
良
県
明
日

香
村
）
と
難な
に
わ
つ
波
津
（
現
大
阪
市
中
央
区
）
を
結

ぶ
道
路
と
し
て
造
っ
た
大だ
い

道ど
う
が
始
ま
り
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
南
部
の
岡
や
立
部
を
東

西
に
横
切
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
紹
介
し

て
き
ま
し
た
（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
181・240・274
）。

　

日
本
遺
産
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
一
四
〇
〇

年
に
渡
る
悠ゆ
う

久き
ゅ
うの
歴
史
を
伝
え
る
『
最
古
の

国
道
』
〜
竹
内
街
道
・
横
大
路
（
大
道
）
〜
」

と
よ
び
ま
す
。
竹
内
街
道
沿
い
で
は
、
石
碑

や
案
内
板
が
、
岡
に
は
西に
し

除よ
け

川が
わ

右
岸
、
岡
公

園
、
松
原
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
、

立
部
に
は
柏か
や
の
き木

住
宅
の
「
緑
の
一
里
塚
」
や

中
央
環
状
線
東
側
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
（
大
道
）
に
つ
い
て
は
触
れ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ッ
コ

付
き
に
も
な
っ
て
い
る
理
由
は
、
現
在
、
大

道
と
よ
ば
れ
る
歴
史
の
道
が
残
っ
て
お
ら

ず
、
遺
跡
の
発
掘
に
よ
っ
て
、
設
置
時
期
や

ル
ー
ト
が
推
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
『
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

』
に
は
、
推
古
天
皇
二
十
一
年
の

「
難
波
よ
り
京（
飛
鳥
）に
至
る
大
道
を
置
く
」や
、

そ
の
後
の
七
世
紀
半
ば
の
孝こ
う

徳と
く

天
皇
の
「
処

と
こ
ろ

々
ど
こ
ろ

の
大
道
を
修
し
ゅ
う

治ち

す
」
と
記
し
た
文
章
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
飛
鳥
時
代
に
難
波
か
ら

飛
鳥
に
至
る
道
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
国

家
規
模
の
道
は
、
南
北
に
真
っ
す
ぐ
四
天
王
寺

（
天
王
寺
区
）
の
東
側
か
ら
、
今
の
住
吉
区
と
東

住
吉
区
の
境
、
松
原
市
と
堺
市
境
を
通
っ
て
天

美
我
堂
で
長な
が
尾お

街
道
と
交
差
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

南
の
金か
な

岡お
か

神
社
（
堺
市
）
あ
た
り
で
竹
内
街
道

に
交
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
、
昭
和
五
十
五
年

（
一
九
八
〇
）、
天
美
西
と
天
美
我
堂
な
ど
に
広

が
る
大
和
川
今
池
遺
跡
で
初
め
て
、
大
道
と
思

わ
れ
る
道
路
遺
構
が
見
つ
か
っ
た
の
で
す
。
大

阪
府
に
よ
っ
て
、
松
原
市
や
南
河
内
地
域
な
ど

の
下
水
を
処
理
す
る
大
和
川
下
流
西
部
流
域
下

水
道
今
池
処
理
場
が
、
本
市
最
北
西
部
の
油ゆ

上か
み
・
芝し
ば
地
区
（
現
天
美
西
）
の
溜た

め
池
で
あ
っ

た
今
池
を
埋
め
立
て
て
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴

う
発
掘
調
査
で
わ
か
っ
た
の
で
す
。
現
在
の
今

池
水
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
三
月
、
セ
ン

タ
ー
南
側
の
駐
車
場
の
西
に
大
阪
府
が
「
今

池
跡
」
の
石
碑
を
建
て
ま
し
た
。
碑
面
に
は
、

池
面
積
四
五
，
六
九
二
㎡
、
昭
和
六
十
三
年

（
一
九
八
八
）
二
月
、
埋
立
と
あ
り
ま
す
。

　
今
池
石
碑
の
北
の
延
長
線
上
で
、
大
道
に
ふ
さ

わ
し
い
両
側
に
溝
を
持
つ
幅
約
十
九
メ
ー
ト
ル
の

道
路
が
見
つ
か
っ
た
の
で
す
。
出
土
し
た
遺
物
か

ら
、
大
道
は
七
世
紀
半
ば
ご
ろ
に
造
成
さ
れ
た
可

能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
の
ち
、
大

道
は
、
こ
の
時
の
調
査
担
当
者
に
よ
っ
て
「
難
波

大
道
」
と
い
う
呼
称
が
付
け
ら
れ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
も
今
池
跡
の
真
北
の
天
美
西
の

大
和
川
左
岸
堤
防
上
で
、
阪
神
高
速
道
路

大
和
川
線
建
設
に
伴
い
、
同
様
の
道
路
遺

構
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
二
カ
所
の
真
南
、
西
除
川
に
今
池
橋
が
架

か
っ
て
い
ま
す
。
大
和
川
が
江
戸
時
代
半
ば
の
宝ほ
う

永え
い
元
年
（
一
七
〇
四
）
に
今
の
よ
う
に
付
け
替
え

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
狭
山
池
（
大
阪
狭
山
市
）
か

ら
北
流
し
て
い
た
西
除
川
も
、
同
時
に
天
美
南
の

天
美
霊
園
付
近
で
西
流
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
か
ら
今
池
橋
を
渡
り
、
西
除
川
遊

歩
道
の
東
へ
す
ぐ
の
所
に
松
原
市
が
つ
く
っ
た

遊
歩
道
案
内
図
板
が
あ
り
、
そ
の
堤
南
側
に
石

段
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
南
へ
一

直
線
に
幅
六・五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
道
路
が
延

び
、
松
原
・
堺
市
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

道
は
、
天
美
我
堂
土
地
区
画
整
理
組
合
が
昭
和

四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
か
ら
昭
和
六
十
年

（
一
九
八
五
）に
わ
た
っ
て
行
っ
た
事
業
に
よ
っ

て
、
畑
地
を
区
画
化
し
て
造
っ
た
も
の
で
す
。

　
そ
も
そ
も
、
七
世
紀
半
ば
に
完
成
し
た
大
道

は
そ
の
後
、
平
安
時
代
の
十
世
紀
半
ば
ご
ろ
に

は
廃
絶
し
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
以
後
、
計
画

的
な
土
地
区
画
で
あ
る
条
じ
ょ
う

里り

制せ
い

地
割
り
に
よ
っ

て
耕
地
化
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
昭

和
時
代
後
半
の
土
地
区
画
に
よ
っ
て
、
大
道
上

に
再
び
道
路
が
敷
設
さ
れ
た
の
で
す
。

　
今
秋
、
大
道
に
面
す
る
西
除
川
石
段
下
に
建

つ
河
内
屋
印
材
製
造
所
の
手て

束づ
か

訓の
り

洋ひ
ろ

代
表
の
ご

協
力
を
得
て
、
同
社
正
門
横
に
「
河
内
国
難
波

大
道
」
の
案
内
板
を
建
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
日
本
遺
産
「
難
波
大
道
」
を
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
、
歴
史
街
道
と
し
て
、
今
池
の
散

策
と
共
に
、
多
く
の
方
々
に
ウ
ォ
ー
ク
し
て
も

ら
え
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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松
原
・
堺
市
境
、
七
世
紀
に
造
成

天
美
我
堂
土
地
区
画
整
理
で
復
元

▲「今池跡」碑（天美西7丁目）　石
碑背後の北側で、難波大道の跡が
検出された。

▲推定「難波大道」が長尾街道と交差する天美我堂
2丁目付近　今池跡石碑や案内板を真南に下っ
た地。手前が長尾街道。右が難波大道継承道。

▲「難波大道」案内板（天美我堂7丁目・
堺市北区北花田町の市境）　手前が区
画後の難波大道継承の道路。

最古の国道、日本遺産の「難波大道」


